
校訓：質実 敬愛 勤勉 

 

学校スローガン：誇り高く夢を道しるべに 凜と煌めくなりたい自分をつくる 
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看護科 実習前マナー講座 

 ４月１７日（木）午後サテライト教室にお
いて、これから看護科３年生が臨地実習に出
かけることから、マナー講座を実施しまし
た。 
外部から講師の先生をお招きして、次の３

点についてご指導いただきました。 
① マナーの心得 
② 老年看護実習のポイント 
③ コミュニケーションについて 

 スライドを使いながら、具体的でわかりや
すいお話に加え、ワークショップもあり理解
しやすく、しっかり身についたことと思いま
す。臨地実習に向けて、身構え、気構え、心
構えも十分できたことでしょう。 

調理科 戴帽式を実施 

 

裏面に続く 

 ４月１８日（金）サテライト教室で、調理科２年生の戴帽式を行いました。 
式前には、憧れの調理師をめざし、ステップアップした感慨に気持ちが高揚した生徒たちは

仲間と話しながら賑やかな様子でした。それが式が始まると一転、態度も姿勢も引き締まり、
凜々しい表情で、コック帽を受け取りました。 
今後は、より専門的な知識や高度な技術を学びつつ、調理師の資格取得をめざします。また、

現場実習では、集団給食実習や地域に出向いての調理体験も始まります。 
生徒代表として、佐伯のの香さんが、立派な調理師をめざして努力していきますと堂々と誓

いの言葉を述べました。 



チャレンジ目標：時を守り 場を清め 礼を正す 

学校経営方針 「仁慈・研鑽」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 壺にまつわる１３の物語が、一つ一つ独立した面白さをもっているとともに、人間や人生の機 

微を映し出していて大変興味深いです。わくわくするような刺激的な内容ではありませんが、日

常においてこういうことはよくあるなと思えますし、物語の構成がユニークです。 

 

 

 

 

 

 

日 曜 内    容 

1 木 尿検査 

2 金 専門委員会、尿検査 

7 水 中間考査時間割発表 

10 土 公開授業（１時限9:20） 

親師会地区委員会・総会 

学級懇談会、いじめ対策委員会 

12 月 振替休日 

14 水 W2中間考査① 

15 木 W2中間考査②、歯科検診 

日 曜 内    容 

16 金 中間考査①、 W2中間考査③ 

19 月 中間考査②、 

20 火 中間考査③、 

進学希望生徒一斉指導3年 

21 水 中間考査④ 

22 木 歯科検診 

23 金 壮行式、英検一次 

26 月 計算力テスト週間 

いい本は人生を豊かにしてく

れる 

部活動紹介 

 

新緑煌めく５月 主な行事 

 

 『青い壺』  有吉佐和子 著   文春文庫   

無名の陶芸家が、偶然の賜物のような自身の傑作を焼き上げます。その青

磁の壺を巡る１３の物語で構成されています。青い壺が旅をするように様々

な人の手に渡ります。それぞれに壺にまつわる話が、人間味あふれていてと

ても興味深いです。美しい故に、大事にされつつ数奇な運命を歩みます。壺

を通しての人の考え、思いがおもしろいです。 

 ゴールデンウィークが終わると、中間考査時間割が発表され、休日気分から一気に通常モー
ド、学習重視の状況になります。人の感情はなかなか手のひらを返すようには変わらないため、
連休中から、計画的に継続して学習しておくことが大事です。保護者の皆様には、生徒の様子
を見守られ随時、適切に声掛けをしてください。 

４月９日（水）の放課後、体育館において、

１年生を対象に部活動紹介を実施しました。各

部とも、部員たちが趣向を凝らして勧誘スピー

チやパフォーマンスを行い新入部員の募集を

行いました。 

部活動は、自分が取り組みたい内容を自分の

意思で決めることができるため、自分の興味関

心を広げ、また、持ち前の資質能力を高めたり、

未知の能力の開発をさせたりにもつながりま

す。さらに、縦の人間関係についても学べます。 

より充実した濃い高校生活を送る上で重要

な要素の一つです。一人でも多くの生徒が、自

分に合う部活に入部して、一度きりの高校生活

を輝くものにしてほしいと思います。 


